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　　　　　　　　緒　　　　　言

　病原体の影響により感受体組織細胞の分裂や肥大を起

こし，檀物に異常組織が形成される場合，感受体細胞と

病原体細胞ば相互に隣接していても比較的長い期間双方

とも生きていると想像される．筆者らは病原体による檀

物細胞の変化と病原体の存在場所との関係を，形態の面

から把握しようと考えているが，本報告もその一環をな

すものである．モモ縮葉病菌は感受体細胞に分裂や肥大

を起こさせ，ある期間は病原体が組織へ侵入しても，感

受体組織の褐変が起こらないものの一例であるが，電子

顕微鏡による観察結果の報告はない．本報ではモモ縮葉

病罹病組織の超薄切片の観察結果を述べる．

　　　　　　実験材料と方法

　丁α幼〃伽∂φoブ刎伽∫（BERKELEY）TULASNEの

影響によるモモ（品種天津）縮葉病病患部組織を供試

した．組織片を6％グルタルアルデヒドーリン酸緩衝液

（PH7．4）1）により4時間低温固定し，リン酸緩衝液で

6時間洗った．その後1％オスミウム酸一リン酸緩衝液

（pH7．4）で4時間固定し，エタノール系列で脱水し，

エポンに包埋した．ガラスナイフを用い，日立UM－3

型ミクロトームで超薄切片を作製し，酢酸ウラニルで切

片染色2）し，日立HS－6型電子顕微鏡で観察した．

　　　　　　　　結果と考察

　菌の存在場所：病原体（H）Tα幼ブ｛ηα∂φo閉α刎は

罹病組織の細胞間隙（図1，4．C　S），申層（図2），

細胞壁（図3．CW）に認められるが，感受体細胞内に

存在する像ほ得られなかった．細胞間隙に認められる菌

体（図1，4．H）は，菌体が感受体細胞壁に接触した

像だけしか得られず，このことから菌体は組織内で感受

体細胞に接しながらまん延すると考えられる．菌の細胞
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壁（HW）と感受体細胞との接触部には低電子密度の物

質（MU）が観察できる（図1，4）．この物質は附着

器が感受体細胞に接した場合に現われる粘液物質様のも

ゆであろうと思われる。＿また本菌が感受体細胞の細胞壁

にはいることは，葉組織への侵入，子のうや脚胞の形成

などから当然考えられるが，細胞壁に菌がはいっている

証明3）は少ない．本菌が感受体細胞壁にはいるのは表皮

細胞や表皮細胞に近い細胞に多い．菌が細胞壁に存在す

る場合は，菌周辺部の感受体細胞壁は厚くなり（図3），

子のうや脚胞は表皮細胞の細胞壁で形成されると思われ

る．細胞壁内菌体と感受体細胞とが連絡していることを

示す像はまだ得られない．菌体が申層や細胞壁に認めら

れるにもかかわらず，感受体細胞壁や細胞膜の陥入は認

められない．したがってTα幼ブ加α∂φo閉伽∫菌は感

受体細胞膜（図2，3．CM）に接することもなく，感

受体細胞の外に存在すると考えられる．

　感受体組織の細胞：本病罹病組織は肥大細胞（図1，

6，7），分裂したばかりの細胞（図8，15），健葉細胞

に近い細胞（図13，14）などの異質な細胞からできてい

る．肥大した細胞の大部分は液胞（図1，4，5，6，

7．V）で占められ，細胞質は細胞壁に沿って薄い層で

存在する．図6・7で示されるように細胞質の層は細胞

壁の厚さ程度になることもある．しかし細胞が肥大して

いても細胞膜は細胞壁に密着しており（図2，3．CM

とCW），細胞壁だけでなく，細胞膜やトノプラストの

表面積の増大が推察できる．肥大細胞の核は仁を2個も

つこともあり（図5），葉緑体のラメラ系は未発達で図

7のような葉緑体（CH）をもつ細胞もある．しかしほ

とんどの肥大細胞の葉緑体は殿紛粒（S）が充満し，ラ

メラやグラナの構造は見られず（図6．CH），アミロ

プラストに近い構造になる．Tα助ブ伽∂φ0閉〃15菌

の影響により分裂した直後と考えられる細胞（図8，

15）の細胞壁（CW）の電子密度は低く，申央液胞また
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はそれに類似の液胞はなく，細胞質でみたされており，

細胞質にはゴルジ体（G），小胞体（ER），プロプラス

チッド（P）などが認められる．このプロプラスチッド

は本来葉緑体になるべきものと考えられるが，このよう

なプロプラスヂッドをもつ細胞は同時期の健葉組織には

認められない．大きさはミトコンドリアに近くても好オ

スミウム穎粒（OS）を持っている．図5－15で示され

るように種々のプラスヂッドを含んだ細胞が存在してい

ることは事実である．健葉細胞に近い細胞（図13）で

も，葉縁体にはグラナはほとんどなく，葉緑体内にすき

ま（図14．V　S）がある．なお若い細胞で指紋状の電子

顕微鏡像を得たが（図9，15．F　P），この構造につい

ての性質はわかっていないし，植物細胞内での類似構造

についての報告はみあたらない．

　　　　図　の　説　明

図1　細胞間隙（C　S）における菌糸（H）は感受体細

　　　胞壁（CW）に接触して存在し，接触部には粘液

　　　様物質（MU）が認められる．菌の細胞壁（H

　　　W）は感受体細胞壁（CW）より電子密度が低

　　　い．肥大細胞には巨大な液胞（V）がある．

　　　x8000

図2　中層部の菌糸（H）．感受体の細胞壁（CW）と

　　　細胞膜（CM）．　×19000

図3　表皮細胞の細胞壁（CW）中の菌体（H）．

　　　x19000

図4　細胞間隙（CS）内の菌糸（H）と粘液様物質

　　　（MU）．×8000

図5　肥大細胞の核（N）は2個の仁（NO）をもつこ

　　　とがある．プロプラスヂッド（P）　×9000

図6・7　肥大細胞にはまれに殿紛粒のない葉緑体もあ

　　　るが（図7．CH），ほとんどの葉縁体（CH）

　　　には殿粉粒（図6．S）が存在する．　×9000

図8　罹病組織の若い細胞にはゴルジ体（G），小胞体

　　　（ER），好オスミウム穎粒（OS）を含むプラ

　　　スヂッド（P）が認められる．細胞壁（CW）は

　　　低電子密度である．

図9・ユ0・、u・12若い細胞のプラスチッド（？，℃

　　　H）には好オスミウム穎粒（OS）が存在する

　　　が，大きさはミトコンドリア（図12．M）大のも

　　　のからラメラのある葉緑体（CH）まで種々の形

　　　を示す．殿粉が蓄積しているものは認められな

　　　い．　　x17000

図13・14罹病組織には健葉組織細胞に近いと考えられ

　　　る細胞もあるが，このような細胞の葉緑体には殿

　　　粉粒は認められない．ラメラはあっても，グラナ

　　　は少なく，葉緑体（CH）にはすきま（VS）が

　　　あり，好オスミウム願粒（OS）がストロマ内に

　　　あることが明確である．　図13　×12000

　　　図14　x23000

図15若い細胞内の指紋様の電子顕微鏡像（F　P）．図

　　　9にも類似構造が認められる．　×26000

　　　　図申の略号

CH　chlorop1ast

CM　ce11membrane　of　the　suscept

CS　1nter＿ce11u1ar　space　of　the　suscept

CW　ce11wa11of　the　suscept

ER　endop1asm1c　ret1curum

FP　finger　print1ike　pattern　in　the　suscept

G　　Go1gi　body

H　hypha
HW　ce11wa11of　the　pathogen

Mm1tochondr1on
MU　muci1aginous　substance

Nnuc1eus
NO　nuc1eo1us

OS　osm1oph111c　granu1e　m　the　ch1orop1ast

Pprop1astid

Sstarchgrain
y　　　centra1vacuole

VS　vacant　space　m　the　ch1orop1ast

摘　　　　　要

　Tψ加閉α∂φor伽伽5（BERKELEY）TULASNEに

よるモモ縮葉病罹病組織の超薄切片を電子顕微鏡で観察

した．本菌は罹病組織の細胞間隙，申層，細胞壁に認め

られ，吸器様構造もなく，菌体は感受体細胞の外に存在

する．罹病組織は肥大した細胞，分裂したばかりの若い

細胞などから成っており，肥大した細胞は大きな液胞を

もち，細胞質は細胞壁に沿って薄い層として存在し，ほ

とんどの葉緑体には殿粉が蓄積し，ラメラやグラナは認

めがたい．まれに殿紛蓄積のない葉緑体があってもラメ

ラのみでグラナは認められない．肥大細胞の核は仁を2

個もつことがある．異常分裂したばかりの若い細胞は液

胞もなく，細胞質には小胞体，ゴルジ体，プロプラスチ

ッドなどのほかに指紋様の像を観察した．殿粉が蓄積し

ていない葉緑体内にはすきまが認められることがある．

葉緑体あるいはアミロプラストヘの発達段階の異なった

プラスヂッドを含む細胞が同一組織に存在することか

ら，モモ縮葉病罹病組織はかなり異質な細胞からできた

組織であると考えられる．
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S~lrEllnary 

Ultra-thin sections of the leaf curl tissue of peach (Prunus persica SIEB. et ZUCC 

var. vul.-aris MAXIM.) infected with Taphrina deformans (BERKELEY) TULASNE Were 

investigated by means of an electron-microscope. 

Pathogens (Figs. 1-4. H) were recognized in inter-cellular spaces (Figs. I -4. CS) , 

middle lamella ~~F)ig~'='2~,and cell walls (Fig. 3. CW) of the suscept tissue. Cell wall and 

cell membrane of the suscept cell was not invaginated and also haustorial structure was 

not observed. Suscept tissue consists of hypertrophied cells and young cells. Hypertro-

phied cell had a central vacuole (Figs. 1, 4, 5, 6, 7. V) and a thin peripheral layer of 

cytoplasm. Sometimes, nucleus had two nucleoli (Fig. 5) . Starch grains (S) and rarely, 

lamellar structures were recognized in the chloroplasts (Figs. 6, 7. CH) of the hypertro-

phied cells. On the other hand, young cell had not a central vacuole. Golgi bodies 

(Figs. 8, 9. G) , finger-print like pattcrn (Fi*'s. 9, 15. FP) and various plastids, i. e. 

proplastid (P) and chloroplasts (CH) were found in the cytoplasm. Osmiophilic granules 

(OS) were observed inall plastids (P, CH) and sometimes, vacant spaces (VS) were 

found in the chloroplasts (Figs. 13, 14) . 
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